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Economate 四半期マクロモデル予測結果 

 
エコノメイト四半期モデル（最新版）による予測結果は以下のとおり。 

 
 

主な推定結果： 

・為替レートは、2009 年第 3 四半期に 93 円/ドルとなった後、次第に円高に向かい、2010 年第 2 四半期に

88 円/ドルをつけた後、円安にふれて 2011 年第 1 四半期は 100 円/ドルとなる。 

・経済成長率は、2009 年-2.3%、2010 年 1.5％。2009 年は、景気後退が下げ止まりとなる。ただし、回復過程

は外需頼みとなり、政府の内需振興策はあまり利かない。2010 年は、アメリカやアジア景気の回復などから

緩やかに回復。 

・物価はデフレの状況を深める。原油、資源価格などは低下したが、需要低迷の影響が大きい。 

・失業率は 2010 年で 5.4%と高止まり。 

 

・本試算は、内閣府 2010 年 3 月 11 日発表分の GDP 速報値を利用している。  

・エコノメイト四半期モデルは、データ改訂とモデル試算が速やかに可能なシステムとなっている。 

 

 

 

 

予測結果の詳細内容については、Economate 四半期モデル&データをご利用下さい｡ 
   

 

【内容に関するお問い合わせ先】 

湘南エコノメトリクス E-mail:economate.info@gmail.com 

 

【製品に関するお問い合わせ先】 

東洋経済新報社データ事業局 電話：03-3246-5580 担当者：高橋 

 


